作成日：令和3年3月15日

日本リウマチ学会「リウマチ性疾患治療中に生じた COVID-19 
感染症に関する研究」の研究期間延長のお知らせ および　研究延長手続きのお願い
常日頃より　「リウマチ性疾患治療中に生じた COVID-19 感染症に関する研究」にご参画いただき誠にありがとうございます。
ご存知の通りCOVID-19パンデミックは終息の兆しも見えない状況で、リウマチ性疾患診療においても気の抜けない日々が続いていることと存じます。本研究は当初の研究期間を2022/5/31までとしておりましたが、このたび研究期間の延長をさせていただく方針にさせていただきました。
新しい研究期間は2023/5/31までです。(実際の症例の集積は2022/12/31までの症例を収集させていただければと考えております）
併せて、研究事務局担当者の異動のため、共同研究施設の所属施設の変更、及び情報のやり取りに関しての変更も修正させていただいております。

自施設で承認いただいている施設におかれましては、大変恐縮ですが研究計画書の変更手続きをお願いいたします。
つきましては、ご多忙のところ大変恐縮ですが自施設での事務手続きをお願いしたく存じます。改定した研究計画書の一式および主幹施設の九州大学の研究計画書変更の承認通知を添付いたしております。

初回配布時の文書から変更のある部位は黄色のマーカーで表記しております。
　引き続き、本研究へのご協力賜りますようどうぞよろしくお願い申し上げます。
　　日本リウマチ学会新型コロナウイルス症例レジストリ医員会
委員長　堀内孝彦
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